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に開発期間の短縮化と効率化のため，地上民生品（C O T S ,  C o m m e r c i a l  O f f - T h e - S h e l f）を利
用した情報処理系の設計開発と試験方法の確立が求められている．本研究では，C O T S品とし
て容易に入手可能な再構成可能な集積回路である F P G A（ F i e l d  P r o g r a m m a b l e  G a t e  A r r a y）
を用いたマルチプロセッサシステム（M P S o C）を構築し，評価ボードに対して放射線照射試
験及び熱真空試験を行い耐故障性能の検証を行った．  









ソフトエラーに対する単位時間あたりの平均故障発生数（ Failure In Time）と平均故障間隔
（Mean Time Between Failures）を見積もるためのアーキテクチャ・モデルを提案している．
低軌道での運用時におけるシミュレーション評価の結果，FPGAの動的再構成技術を用いたス
クラビング戦略を導出してマルチプロセッサシステムに信頼性を付加した．集積回路設計の




長検査（Cyclic Redundancy Check）による評価モデルを構築し，最悪ケース信頼度（Worst 













展を目指し， FPGAベースのMPSoCシステムに対する環境試験の将来を展望している．  
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
 本論文は，民生品F P G Aを用いた超小型衛星のためのM P S o C設計を提案し，低軌道における
運用を想定した信頼性シミュレーションと環境試験の結果から，低コストかつ高演算性能を有
するオンボードコンピュータの可能性を示す研究であり，宇宙開発へ応用可能なコンピュータ
アーキテクチャ分野の発展に寄与するところが大きいと考えられる．  
 また，本論文に関する公聴会において，審査委員および出席者から，能動的温度管理手法
の利点，他の環境試験への展開，次世代デバイスへの応用などに関して質問がなされたが，
いずれも著者から的確な回答がなされ質問者の理解が得られた．  
 以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査した
結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した．  
